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冒
爵
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喫
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⑳
静
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鶴
め
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@
第
8
回
転
産
業
文
化
祭

［
繁
輔
懸
講
籔
繍
灘
解
堅
塁
籍
棚
隣
薔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
産
業
部
門
で
の
入
賞
者
、
ま
た
公

民
館
対
抗
歌
合
戦
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
，

〔
農
林
技
術
賞
〕

○
個
人
の
部

複
合
部
門
・
－
田
代
安
夫
（
芋
迫
）

畜
産
部
門
一
黒
木
サ
キ
子
（
寺
迫
）

養
蚕
部
門
－
．
渦
元
喜
和
子
〔
鶴
野
内
）

林
業
部
門
：
山
床
勝
徳
（
下
渡
川
）

○
団
体
の
四

日
田
尾
養
蚕
婦
人
グ
ル
ー
ア

（
松
葉
洋
子
・
高
藤
満
代
・
高
尾
初

代
・
高
尾
文
子
・
高
尾
陽
子
・
安
藤

藩
　

レ
寒
蘭
展
は
秀
作
ぞ
ろ
い

る
み
子
L
局
尾
千
代
美
・
黒
木
文
子
）

〔
農
林
産
品
展
等
〕

o
優
等

果
樹
．
．
．
黒
木
九
＝
寺
町
）
・
小
林
マ

　
　
　
ツ
ノ
（
福
瀬
）

百
⊥
岬
類
一
小
林
、
ン
メ
z
T
（
福
隅
瀬
）
・
渡
湯
一

　
　
　
幸
子
（
寺
迫
）

農
産
加
工
－
－
．
矢
野
ア
ツ
（
仲
深
）
・
直

　
　
　
野
裕
代
（
福
瀬
）

ま
ゆ
　
塩
月
葭
生
（
鶴
野
内
）

家
庭
菜
園
・
h
金
子
勤
（
鶴
野
内
）

野
菜
．
松
尾
千
代
子
（
迫
野
内
）
・
黒

　
　
　
木
郁
子
（
迫
野
内
）
・
藤
栄
鶴

レ
農
林
産
品
も
す
ぐ
れ
て
い
ま
す

　
　
　
栄
（
迫
野
内
）
・
水
野
要
子
（

　
　
　
仲
深
）
・
河
野
ト
ヨ
子
（
越

　
　
　
表
）

育
林
（
除
間
伐
）
一
佐
藤
孝
（
迫
野
内
）

椎
茸
（
樋
口
地
V
一
浜
辺
洋
一
郎
（

　
　
　
坪
谷
）

し
き
み
一
下
村
多
重
子
（
鶴
野
内
）

〔
公
民
館
対
抗
歌
合
戦
〕

優
　
勝
　
畝
原
幸
裕
（
小
野
田
）

二
　
位
　
橋
口
章
子
（
寺
　
迫
）

三
　
位
　
中
野
　
博
（
小
野
田
）

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞

　
　
　
　
渡
辺
喜
久
雄
（
寺
迫
）、一鼈黶@趨、㍉ここごこ・＼

　　．．　－腕

レ
子
供
に
人
気
の
あ
る
木
工
教
室

箔

鐙7

藩
ノ
駆
、
　
！

　
　
嵩
、

　
　
　
　
　
　
ム

羅
　
匿

　
　
　
　
p
．
鷲

㍗
ざ
鱒

戸’

　
ヘ
レ
今
年
か
ら
初
め
ら
れ
た
婦
人
会
の

　
「
が
ら
く
た
市
」
も
人
気
上
々

＜
や
っ
ぱ
り
一
番
の
人
気
は
「
公
民

　
館
対
抗
歌
合
戦
」
、
始
ま
る
前
か
ら
、

　
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た

　　帰耐　　
　　　　　　｝

　　　讐　　　嘗　▼　　　　讐℃

＜
公
民
館
対
抗
歌
合
戦
に
出
場
し

　
た
み
な
さ
ん
。
全
員
紹
介
で
き

　
ず
に
ス
イ
マ
セ
ン

墾「贈、罵2耀．

　　　萄

　　紬畿i

’h▼
，

ζ蔵

置
「
i
■
弓

二
　
、

一
一
・
、

　
　
ヒ

9
　
　
該
、

・
［
蝿

灘

・
つこ“、

つ
と町報〔31平成2年12月号

二6～秋みんながスポーリマシ
　11月4日、県民総スポーツ祭東郷大会が、町内の各会場で開催されました。前日に雨

が降ったため、ソフトボールはグラウンドコンディションが悪く中止になりましたが、他

の4種目は予定通り行われ、お年寄りから子供までスポーツに親しみました。

＜
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
問
題
を
解
き
　
く
参
加
チ
ー
ム
が
多
く
、
町
内
の
6

　
な
が
ら
競
う
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
　
　
　
　
会
場
で
行
わ
れ
た
ミ
ニ
バ
レ
ー

レ
子
供
の
足
を
ひ
っ
ぱ
る
お
父
さ
ん
、
　
　
レ
三
世
代
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、

　
お
母
さ
ん
も
い
た
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
　
　
　
世
代
を
超
え
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
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田
」
民
体
育
大
会

　
第
一
二
十
回
町
民
体
ム
ー
－
大
会
が
十
月

二
十
］
日
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た

　
当
日
は
町
内
十
一
公
民
館
か
ら
代

表
選
手
が
出
場
し
、
ト
ラ
ヴ
ク
競
技

二
種
目
に
大
会
新
記
録
が
生
ま
れ
ま

し
た
　
各
種
目
ご
と
の
成
績
（
一
位
）
は

次
の
と
お
り
で
す
．
．

　
〔
男
子
〕

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
赤
木
健
児
（
羽
）
1
2
秒

9
　
▽
高
校
生
海
野
道
明
〔
越
・
下
〕

12

b
4
　
▽
2
5
歳
以
下
　
若
杉
健
司

〔
仲
）
1
2
秒
0
　
▽
2
6
～
2
9
歳
　
策

野
一
彦
（
鶴
）
1
3
秒
3
▽
3
0
～
3
4

歳
　
是
則
三
男
〔
福
）
1
3
秒
1
　
▽

一
・
　
㌧

嵩

35

`
3
9
歳
　
矢
野
博
（
福
）
福
谷
集

（
鶴
）
1
3
秒
2
▽
4
0
～
4
4
歳
海

野
修
一
（
小
）
1
4
秒
1
　
▽
4
5
～
4
9

歳
柳
田
憲
一
郎
（
小
）
1
4
秒
1

▽
5
0
～
5
9
歳
　
鶴
田
久
仁
男
（
福
）

14

b
0
▽
6
0
歳
以
上
〔
6
0
メ
ー
ト

ル
〕
　
衛
藤
州
雄
（
鶴
）
m
秒
3

　
▼
一
一
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
赤
木
健
児
（
羽
）
2
5
秒

9
▽
高
校
生
海
野
道
明
（
越
。
下
）

24

b
7
▽
一
般
中
野
生
津
美
（
福
）

27

b
0

　
▼
四
百
メ
ー
ト
ル

押
川
幸
廣
（
鶴
）
5
8
秒
8
旨
．
大
会
新

　
▼
千
メ
ー
ト
ル

▽
4
0
歳
代
　
池
田
笥
子
（
迫
）
2
分

55

b
5

　
▼
千
五
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
杉
本
一
志
〔
．
八
）
4
分

58

b
7
▽
高
校
生
海
野
貴
彦
〔

福
）
　
4
分
4
5
秒
5
　
▽
2
9
歳
以
下

寺
原
昌
昭
（
羽
）
5
分
2
2
秒
6
　
▽

30

ﾎ
代
　
那
須
春
喜
（
羽
）
5
分
9

秒
9
　
▼
五
千
メ
ー
ト
ル

海
野
貴
彦
（
福
）
1
7
分
4
6
秒
5

　
▼
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

福
瀬
田
－
．
分
4
6
秒
8

　
▼
年
令
別
リ
レ
ー

小
野
田
区
2
分
1
9
秒
4

　
▼
俵
運
び
競
争

小
野
田
区
　
2
分
3
秒
1

　
▼
公
民
館
対
抗
旗
立
て
競
争

鶴
野
内
公
民
館

　
▼
走
吉
跳

▽
中
学
生
　
大
石
亮
（
仲
）
l
m
5
5

▽
高
校
生
寺
原
太
（
田
）
－
m
5
5

▽
一
般
　
森
田
敏
勝
（
鶴
…
）
1
m
6
0

　
▼
走
幅
跳

▽
中
学
生
　
田
中
年
昭
（
福
）
4
m

π
　
▽
高
校
生
　
寺
原
太
（
田
）
5

m
｝
o
o
　
▽
一
般
　
長
池
公
一
　
（
福
）

4
m
9
5

　
▼
砲
丸
投

▽
中
学
生
寺
原
多
．
加
療
（
鶴
）
8

m
8
9
　
▽
高
校
生
・
P
代
　
森
西
初

義
（
福
）
1
1
m
5
9
　
▽
2
0
歳
代
　
西

田
（
小
吉
（
福
）
1
1
m
4
3
　
▽
3
0
歳
代

寺
田
新
］
　
（
仲
）
1
2
m
3
5
　
▽
4
0
歳

代
　
田
辺
英
雄
（
福
…
）
1
1
m
5
6
　
▽

融
止
柳
代
寺
田
紋
太
郎
〔
鶴
）
1
2
m

別　
〔
女
子
〕

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
小
林
め
ぐ
み
（
羽
）
芋

田
虫
．
r
（
鶴
）
那
須
忍
（
小
）
1
4
秒

；滑

り
轟購爾

、．＝

一
9

’

，禰

9
　
▽
高
校
生
　
黒
木
紀
美
代
（
寺
）

14

b
3
　
▽
2
5
歳
以
下
　
甲
斐
由
美

（
仲
）
1
4
秒
5
　
▽
2
6
～
2
9
歳
　
畝

原
里
美
．
（
小
）
1
7
秒
1
　
▽
3
0
～
3
4

歳
　
本
多
有
子
（
小
）
1
5
秒
0
　
▽

35

`
3
9
歳
　
寺
原
曲
丁
子
（
羽
）
1
6
秒

5
　
▽
4
0
～
4
4
歳
　
那
須
則
子
〔
小
）

15

b
0
　
▽
4
5
～
4
9
歳
　
那
須
文
代

〔
小
）
1
5
秒
0
．
．
大
会
新
　
▽
5
0
歳

以
上
〔
6
0
メ
ー
ト
ル
〕
　
田
代
岐
．
士

（
芋
）
1
1
秒
8

　
▼
二
百
メ
ー
ト
ル

黒
木
キ
ミ
ヨ
（
寺
）
3
0
秒
3

　
▼
八
百
メ
ー
ト
ル

高
尾
久
美
・
r
（
福
）
2
分
5
4
秒
5

　
▼
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

小
野
田
区
　
－
分
2
秒
1

　
▼
年
令
別
リ
レ
ー

小
野
田
区
　
1
分
5
1
秒
5

　
▼
公
民
館
対
抗
水
運
び
競
争

寺
迫
公
民
館
　
八
重
原
公
民
館

　
▼
走
高
跳

▽
中
学
生
　
橋
倉
里
佳
（
鶴
）
鶴
田

め
ぐ
み
〔
福
）
1
m
2
0
　
▽
高
校
生

岩
田
真
貴
（
福
）
l
m
1
0
　
▽
一
般

那
須
則
子
（
小
）
1
m
1
5

　
▼
走
幅
跳

▽
中
学
生
　
藤
田
真
樹
（
越
・
下
）
3

m
6
7
　
▽
高
校
生
　
黒
木
紀
代
子
（

寺
）
3
m
6
2
　
▽
】
般
　
甲
斐
由
美

（
仲
）
3
m
9
5

　
▼
砲
丸
投

▽
中
学
生
　
那
須
恵
美
（
羽
）
7
m

79

@
▽
高
校
生
・
1
0
代
　
直
野
真
自

（
福
）
6
m
4
6
　
▽
2
0
歳
代
　
寺
田

江
津
．
r
（
田
）
6
m
9
9
　
▽
3
0
～
3
4

歳
　
林
律
代
〔
鶴
）
8
m
4
0
　
▽
3
5

歳
以
L
奈
須
ツ
ギ
エ
（
．
八
）
8
m

66　
▼
公
民
館
役
職
員
リ
レ
ー

仲
深
　
1
分
5
6
秒
8

　
▼
公
民
館
対
抗
綱
引
き

福
沸
区

第第優
　　　　　　　 　
位位勝総

合
〕遣
瀬
公
民
館
　

一
七
五
点

小
野
田
公
民
館
一
四
三
点

鶴
野
内
公
民
館
一
四
C
点

鍾
響
罫
鰹

　
　
　
で
　
　
　
レ

　
　
○

　
．
織
㌦
ξ暫
曜

，ド

薦

懸
騨

、
輌

嚢
岬

つ、
つ
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税
務
だ
よ

控
除
の
申
告
は

　　

@　

@　

@　

@
ま
ち
が

　
今
年
も
給
与
所
得
の
年
末
調
整
の

時
期
と
な
り
ま
し
た
．
．

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
が
勤
め
先
か

ら
給
料
や
賞
与
の
支
払
い
を
受
け
る

際
に
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
が
行

わ
れ
ま
す
．
．

　
年
末
調
整
は
、
給
与
の
支
払
い
を

受
け
る
人
の
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、

毎
月
〔
日
）
の
給
料
や
賞
与
な
ど
の
支

払
い
の
際
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額

と
、
そ
の
年
の
総
額
に
つ
い
て
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
正
規
の
年
税
額

と
を
比
較
し
て
、
そ
の
過
不
足
額
を

精
算
す
る
も
の
で
、
給
与
の
源
泉
徴

収
の
総
決
算
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

す
、　
大
部
．
分
の
給
与
所
得
者
は
、
こ
の

年
末
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
所
得

税
の
納
税
が
完
了
し
、
改
め
て
確
定

申
告
の
手
続
き
を
と
る
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
こ
の
意
味
に
お
い
て

も
非
常
に
大
切
な
手
続
き
で
す
．
一

　
扶
養
親
族
の
申
告

　
年
末
調
整
の
手
続
き
は
、
勤
め
先

の
担
当
者
か
ら
説
明
が
あ
る
と
思
い

り

　
　
　
　
　
い
な
く

ま
す
が
、
毎
年
の
町
民
税
課
税
の
際

に
気
づ
い
た
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
．

↑
）
例
え
ば
、
夫
婦
と
も
に
給
与
所
得

等
が
あ
り
、
子
ど
も
や
親
を
扶
養
親

族
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
同
一

人
を
重
複
し
て
申
告
し
た
り
、
も
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
．

　
ど
ち
ら
の
扶
養
に
す
る
か
は
、
勤

め
先
に
申
告
書
を
提
出
す
る
前
に
よ

く
検
討
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
．
．

2
納
税
者
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶

者
や
親
族
で
、
所
得
の
合
計
額
が
三

十
五
万
円
以
下
の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
、

　
例
え
ば
、
会
社
に
勤
め
て
い
た
人

が
退
職
な
ど
に
よ
り
給
与
収
入
が
百

万
円
以
下
の
場
合
は
、
給
与
所
得
は

三
十
五
万
円
以
下
に
な
り
ま
す
．
．

写
）
前
年
の
確
定
申
告
で
住
宅
取
得
等

特
別
控
除
を
受
け
た
人
は
、
次
の
年

か
ら
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
．
．
該
当
者
に
は
、
税
務
署
か

ら
証
明
書
が
送
ら
れ
て
く
る
の
で
、

勤
め
先
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
．
、

⑫
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
（
火

災
保
険
料
な
ど
）
の
控
除
が
も
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
、

　
国
民
年
金
．
や
農
業
者
年
金
の
保
険

料
や
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
て
い

る
人
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
、

　
中
途
退
職
者

　
年
の
途
中
で
退
職
し
た
た
め
に
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人
や
、

年
末
調
整
の
内
容
が
誤
っ
て
い
た
た

め
、
納
税
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は

来
年
二
月
十
六
日
目
ら
三
月
十
五

日
ま
で
の
期
聞
中
に
、
確
定
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
勤
め
先
か
ら
受
け
取

っ
た
源
泉
徴
収
面
示
は
、
な
く
さ
な
い

よ
う
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
、

　
な
お
、
源
泉
徴
収
票
は
所
得
税
の

納
税
証
明
と
し
て
、
授
業
料
の
減
免

申
請
、
融
資
の
申
込
み
等
で
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
一
、

㊨
⑳
㊧
㊧

保
険
内
容
が
変
わ
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
更
届
を
亡
れ
ず
に
1
1

　
老
人
保
健
法
で
医
療
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
七
十
歳
（
一
部
六
十
五

歳
）
以
上
の
人
が
、
病
院
等
で
診
療

を
受
け
る
際
は
、
保
険
証
と
老
人
保

健
法
医
療
受
給
者
証
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
き

使
用
す
る
保
険
証
の
内
容
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
は
、
役
場
へ
の
届
出
が

必
要
で
す
．
例
え
ば
、
加
入
保
険
が

変
っ
た
場
合
、
住
所
が
変
／
．
た
場
合
、

世
帯
主
が
変
っ
た
場
合
等
で
す
．
．

　
保
険
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
保
険
証
、
印
か
ん
を
持
参
の
上

　
　
　
　
　
ひ

　
　
　
　
　
’

速
や
か
に
変
更
の
届
を
提
出
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

魅
7
ポ

【
’
ポ

’
　
ワ

　
、
　
　
．
鳥
ρ
　
　
陰

ノρ

チ
・乏’舳

■■■・

蘇
し

ご＼．膨：

薪ら丸∠
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。宅

斜あ唇たσ物し・さ疑，δ

交通毎年の窃細略せ

路線名 中野原～美々津線
（道路改良工事のため）

間　平成2年12月20日まで期

8：20～9：20

9：45～10：40

11：05～12：00

13：00～14：10

14：35～15：45

16：10～17：00

時間規制

※迂回路はありません。

　なお第1、第3、日曜日は開放します。
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田丁 霊　　と

障
害
者
に

　　

@
あ
た
た
か
い
目
セ

12

獅
X
日
は
「
障
害
者
の
日
」

　
あ
な
た
は
十
二
月
九
日
が
「
障
害

者
の
日
一
と
い
う
こ
と
を
知
r
．
て
い

ま
す
か
．
障
害
者
の
問
題
は
決
し
て

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
、
わ
た
し

た
ち
の
社
会
は
、
ハ
ン
デ
ィ
を
負
’
．

て
い
る
人
に
対
し
て
も
平
等
で
、
住

み
や
す
い
社
会
で
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
．

　
身
体
障
害
者
の
人
た
ち
が
街
へ
出

て
、
］
番
組
／
．
て
し
ま
う
〔
人
の
手

助
け
を
借
り
た
い
）
と
い
う
状
況
を

次
に
挙
げ
ま
す
．
、
街
で
こ
ん
な
場
面

に
出
合
∫
．
た
ら
、
声
を
か
け
て
手
を

貸
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
．

　
た
だ
、
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た

い
の
は
、
人
聞
一
人
ひ
と
り
違
う
よ

う
1
1
一
、
障
害
を
も
つ
人
も
一
人
ひ
と

り
違
い
ま
す
．
．
そ
し
て
障
害
者
の
皆

さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
な
ん
と
か
自

立
し
た
い
』
と
考
え
て
い
ま
す
｝
で

す
か
ら
、
手
助
け
を
す
る
と
き
は

「
何
か
困
’
．
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
一
と
聞
い
て
か
ら
に
し
ま
し
．
φ

、
つ

手
足
の
不
自
由
な
人
に

　
車
イ
ス
で
困
る
の
は
、
道
の
段
差

で
す
．
．
こ
の
よ
う
な
状
況
で
困
’
．
て

い
る
人
が
い
た
ら
声
を
か
け
ま
し
ょ

う
．
．
車
イ
ス
を
持
ち
上
げ
る
の
が
一

人
で
は
無
理
だ
ズ
．
た
ら
、
通
り
が
か

り
の
人
に
協
力
を
求
め
ま
し
．
節
う
一

決
し
て
無
理
を
し
な
い
こ
と
で
す
．
．

〆【　朋

1〔ご

ハハ
儲8

）

ハ

，　　r

ピ・
＼
・
r

．
晶
　
畑
」

目
の
不
自
由
な
人
に

　
目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、
誘

導
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
、
最
近
、
自
転
車
の
放
置
が
原
因

で
、
こ
の
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
を
認
識
で

き
な
い
と
い
／
．
た
例
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
．
、
ま
た
、
電
車
に
乗
る
と
き
、

ど
こ
で
電
車
の
ド
ア
が
開
く
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
困

っ
て
い
る
人
が
い
た
場
合
に
も
、
ま

ず
声
を
か
け
、
案
内
す
る
と
き
は
白

い
つ
え
の
反
対
側
に
立
っ
て
腕
を
貸

し
、
半
歩
ほ
ど
前
を
歩
き
ま
し
ょ
う
，

「」「q」一

顧霧
．
蕊

“
ゼ

耳
の
不
自
由
な
人
に

　
駅
の
構
内
放
送
な
ど
、
声
音
に
よ

る
案
内
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
、

耳
の
不
自
由
な
人
は
、
一
見
で
は
分

か
り
に
く
い
も
の
で
す
が
、
立
ち
止

ま
’
．
て
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
い
る
よ

う
な
人
が
い
た
と
き
は
正
面
か
ら
近

づ
き
、
一
巡
か
困
っ
て
い
ま
す
か
一
と

話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
．
．

△、駅

ピ
話キ
臨
鯖

ノ
　
置
．
も

凄
助
名
’

○
。
．
鶏

更
生
授
産
訓
練
生
募
集

　
　
…
宮
崎
県
身
体
障
害
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
…

　
こ
の
施
設
は
、
身
体
障
害
者
の
社

会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
と
適
性
に
応
じ
た
専
門
的

な
訓
練
及
び
指
導
を
行
い
ま
す
．
一

▽
訓
練
科
目

更
生
施
設
　
機
能
回
復
訓
練
〔
3
0
名
）

　
　
　
　
義
肢
科
（
5
名
）

授
産
施
設
　
洋
裁
科
（
1
0
名
）

　
　
　
　
事
務
科
〔
写
植
〕
（
1
5
名
）

通
所
生
（
若
干
名
）

　
※
］
般
教
養
・
ク
ラ
ブ
活
動
・
研

　
　
修
旅
行
等
も
行
い
ま
す
一
．

▽
入
所
資
格

↑
）
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
人
（
申
請
中
を
含
む
）

◎
更
生
訓
練
を
必
要
と
し
、
意
欲
の

　
　
　
（
宮
崎
市
大
島
町
）

　
あ
る
人
〔
食
事
、
洗
た
く
、
入
浴
二
日

　
常
生
活
が
自
力
で
で
き
る
こ
と
）

3
伝
染
性
疾
患
、
精
神
障
害
等
集
団

　
生
活
に
支
障
の
な
い
人

▽
入
所
期
間

　
1
年
～
5
年
以
内

▽
入
所
手
続

　
次
の
書
類
を
役
場
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
．
一
書
類
は
役
場
に
あ
り
ま
す

↑
）
入
所
願
書

2
健
康
診
断
書

▽
募
集
期
間

　
平
成
3
年
1
月
3
1
日
ま
で
（
期
限

を
過
ぎ
て
も
入
所
相
談
に
応
じ
ま
す
）

▽
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
課
福
祉
係

碗
圭
曜
閉
庁
の
お
知
5
世

　
　
　
　
　
1
2
月
は
8
日
と
2
日
で
す

　
す
で
に
町
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
よ
う
に
、
二
月
か
ら
役
場
は

四
週
置
休
制
に
よ
る
土
曜
閉
庁
を
実

施
し
て
い
ま
す
．
、

　
た
だ
し
、
東
郷
病
院
や
幼
稚
園
、

保
育
園
、
老
人
ホ
ー
ム
等
は
今
ま
で

2どお
り
執
務
す
る
こ
と
と
し
土
曜
閉

庁
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
．
．

　
十
二
月
の
土
曜
閉
庁
日
は
、
十
二

月
八
日
（
第
二
土
曜
日
）
と
二
＋
二

日
（
第
四
土
曜
日
）
と
な
り
ま
す
、

、
つ

こ“、
つ町 報　　と7　平成2．年12月発行

　　「　甲　　」　一　　「　響　8　　「　一　　「　一

牧水のふるさとまつり

　　　第3部牧ぷをう：たう

鑑

、
鳶
－

　
叢
▼
・

傷　　
@　

@
為

　
　
両
町

　
　
　
　
轟

　

　10月27日、一牧水のうたの夕べ一が宮崎市の大坪

記念ホール1宮崎女子高内1で開催されました．

　今年は、牧水祭を3部構成とした一牧水のふるさ

とまつり一を開催しており、第1部の前夜祭「青年

地芝居大会〕、第2部の牧水祭〔歌碑祭〕についで、

この催しが第3部となります．

　当日は、声楽家の前田理恵子さんを中心に、牧水

のうた、組曲を披露し、宮崎市民に東郷町をPRし

ました．

　また、これは『’90ひむかの祭典』の一環として行

われたものです，

擁
　

▼おいしさの秘密は新鮮　　「観光三園、

　鶴野内の伊東農園では、10月中旬から11月中旬に

かけて「観光田園二（12．000m．）の柿穫りが行われ

ました．

　今年は例年に比べお客さんの数も多く、町内外か

ら保育園児や家族連れが訪れ、もぎたての次郎柿を

その場で味わっていました、

艶
箆

賊
　
、
「

「「

�i燃轍繍

噺　　　　〆鍵・妙絶．
ｭ

欝
麹

▲「明るい社会賞」受賞

　東郷町文化協会草花部会は、夕刊デイリー新聞社が毎

年行っている　明るい社会賞一に選ばれ、10月20日表彰

を受けました．

　草花部会は5人のメンバー〔那須浅之さん、寺原郁夫

さん、木村喜一さん、小林勝己さん、黒木幸男さん1で、

町内を．草花で少しでも明るく、美しくしていくことを目的

として5年前に結成され、現在も積極的に活動しています
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と報町

　　　　　　ヨ
　　　　i
　占　1
　副L　i
　　　　i

橘i
　　　　　　。1Φi

　　　　…

　　　　…

一

…
牧
水
の

…
弟
子
た
ち
⑤
舗

r
…
…
～
；
…
…
…
…
一
…
」

甲
斐
善
平

　
甲
斐
善
平
は
明
治
三
十
一
年
六
月

五
日
仲
瀬
に
生
を
受
け
、
延
岡
中
学

校
を
卒
業
後
、
早
稲
田
大
学
へ
入
学
、

そ
の
後
、
若
く
し
て
政
界
に
入
り
、

村
議
会
議
員
を
一
期
務
め
た
後
、
昭

和
二
卜
年
村
長
に
選
ば
れ
た
．
戦
後

の
人
心
が
混
乱
し
た
多
難
の
時
期
に

見
事
な
手
腕
を
発
揮
し
、
昭
和
二
＋

二
年
四
月
に
は
県
議
会
議
貝
に
出
馬

し
同
郷
の
藤
井
満
義
と
共
に
当
選
し

た
．
一
そ
し
て
、
初
当
選
な
が
ら
先
輩

各
位
よ
り
選
ば
れ
議
長
に
選
出
さ
れ

た
．
．
ま
た
、
後
に
は
県
教
育
委
員
に

任
命
さ
れ
る
等
の
功
績
も
あ
っ
た
，

　
そ
の
後
は
、
仲
瀬
の
自
宅
に
て
悠

砲
唱
卿
毒

、
㌔
　
　
営
　
　
な
写

4
　
　
灘
。
　
　
々
，
マ
、

1　＿
〆

・
、
∵

、

婁
姫

レ
「
代
脳
簿
」

毒
参
彰

々
自
適
の
生
活
を
送
／
．
た
．
．
兀
来
、

善
平
は
早
稲
田
文
学
の
影
響
も
あ
一
．

て
か
、
早
稲
田
の
先
輩
若
山
牧
水
、

海
野
実
門
（
三
瀬
出
身
）
等
と
も
交

友
が
あ
り
、
歌
を
つ
く
る
こ
と
に
秀

で
て
い
た
、
県
議
会
時
代
、
県
教
育

委
員
時
代
の
作
の
中
か
ら
、

O
あ
な
か
し
こ
神
武
大
前
か
わ
ら
け

に
波
う
つ
神
酒
を
わ
れ
い
た
だ
け
り

O
宗
太
郎
つ
つ
じ
の
真
赤
松
の
あ
を

ゆ
る
や
か
に
し
！
、
人
皆
黙
す

　
善
平
の
自
宅
に
「
代
二
号
一
な
る

歌
の
帳
面
が
あ
る
　
息
子
の
善
十
郎

さ
ん
か
ら
見
せ
て
も
ら
っ
た
　
上
質

の
紙
に
筆
文
字
で
歌
が
数
多
く
書
か

れ
て
あ
る
．
一
優
れ
た
歌
が
達
筆
で
書

か
れ
て
い
る
　
そ
の
文
字
が
牧
水
の

字
に
よ
く
似
て
い
る
の
に
も
い
た
、

ち
な
み
に
、
黒
木
伝
松
や
越
智
漢
水

の
文
字
も
牧
水
の
字
に
似
て
い
る
、

筆
文
字
ま
で
が
牧
水
門
下
生
で
あ
る
．
一

〇
友
ど
ち
の
来
ら
ば
酌
ま
む
こ
の
地

酒
鮎
と
鰻
を
先
つ
つ
つ
き
み
つ

○
妻
か
へ
る
知
ら
せ
の
あ
り
て
何
と

な
く
心
な
ご
み
て
晩
酌
う
ま
し

　
私
は
こ
の
「
代
脳
簿
一
の
歌
を
詠

ま
せ
て
い
た
だ
き
、
秀
歌
の
多
さ
、

文
学
の
う
ま
さ
に
”
仲
瀬
の
牧
水
”

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
．
一

　
代
脳
簿
の
中
か
．
ら

O
西
林
の
つ
ら
ら
三
度
落
つ
れ
ば
梅

咲
く
と
お
し
え
し
祖
父
の
な
つ
か
し

き
か
な

○
朝
八
時
目
ざ
め
に
あ
ほ
る
】
合
の

酒
の
う
ま
さ
よ
陽
は
う
ら
ら
け
し

O
い
た
だ
き
も
今
日
は
見
え
い
て
静

か
な
る
尾
鈴
ふ
も
と
に
野
火
の
け
む

立
つ

　
　
　
　
る
　
ゆ

○
若
竹
の
藪
の
ふ
か
み
を
み
そ
さ
ざ

え
鳴
き
わ
た
り
を
り
朝
の
静
け
さ

O
尾
鈴
山
み
ね
に
た
ゆ
た
ふ
浮
雲
の

は
れ
ゆ
く
ま
ま
に
秋
と
は
な
り
ぬ

O
酒
の
め
ば
悔
い
ご
と
多
し
の
ま
ざ

れ
ば
す
な
を
に
あ
ら
む
わ
れ
も
人
の

子　
東
郷
町
文
化
協
会
長
　
都
甲
鶴
男
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脚
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禰］
⑳
牧
水
歌
碑

延
岡
市
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

　
（
七
ツ
島
展
望
所
）

教
育
長

　
渡
辺
邦
彦

　
山
ね
む
る
山
の
ふ
も
と
に
海
ね
む

る
か
な
し
き
春
の
国
を
旅
ゆ
く

　
こ
の
歌
碑
が
立
っ
て
い
る
七
ツ
島

展
望
所
は
延
岡
市
浦
城
町
に
あ
り
、

こ
こ
か
ら
眼
下
を
見
お
ろ
す
と
、
文

字
通
り
七
つ
の
島
が
海
に
浮
ん
で
見

え
る
絶
景
の
展
望
所
で
す
．
．
み
な
さ

ん
の
中
に
も
、
こ
こ
を
通
ら
れ
た
方

は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
桜
の
時
期

は
桜
並
木
が
と
て
も
す
ば
ら
し
い
所

で
す
、

　
さ
て
、
こ
の
歌
碑
が
こ
こ
に
建
て

ら
れ
た
い
き
さ
つ
を
述
べ
て
み
ま
し

ょ
う
．
．
牧
水
生
誕
百
年
の
昭
和
六
十

年
、
延
岡
市
無
鹿
町
の
川
並
勇
男
氏

（
含
有
機
材
社
長
－
当
時
）
が
、
記

念
事
業
に
自
分
も
何
か
協
力
し
た
い

と
延
岡
市
の
記
念
行
事
実
行
委
員
長

川
並
俊
一
氏
に
申
し
出
、
両
者
の
間

で
話
は
進
み
、
七
ツ
島
展
望
所
に
牧

水
の
歌
碑
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
歌
は
川
並
俊
】
氏
が

選
び
、
こ
の
場
所
に
は
「
山
ね
む
る
」

の
歌
が
最
も
似
A
口
う
と
い
う
こ
と
で

決
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
、
し
た
が
っ

て
、
こ
の
歌
碑
は
川
並
勇
男
氏
が
私

財
を
投
じ
て
建
立
し
、
延
岡
市
の
牧

水
生
誕
百
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会

へ
寄
贈
さ
れ
た
歌
碑
で
あ
り
ま
す
．
一

　
な
お
、
書
は
同
じ
く
延
岡
市
の
西

田
生
煮
氏
に
よ
る
も
の
で
、
昭
和
六

十
年
十
月
八
日
に
除
幕
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
歌
は
牧
水
二
十

二
歳
の
時
の
作
で
、
第
三
歌
集
「
別

離
し
に
収
め
て
あ
り
ま
す
。

　
明
治
四
十
年
、
暑
中
休
暇
を
終
え

て
上
京
し
た
牧
水
と
小
枝
子
の
恋
は
、

急
速
に
進
み
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の

年
の
十
二
月
末
、
牧
水
は
冬
季
休
暇

を
利
用
し
て
房
総
半
島
の
南
端
に
あ

た
る
根
本
海
岸
に
出
か
け
ま
し
た
が
、

そ
の
時
は
小
枝
子
も
一
緒
で
し
た
．
．

こ
こ
は
冬
で
も
暖
か
く
、
ま
た
と
て

も
景
色
の
よ
い
所
で
、
二
人
は
半
農

半
漁
の
家
に
滞
在
し
て
明
治
四
十
一

年
の
新
春
を
迎
え
て
い
ま
す
一
．

　
こ
の
根
本
海
岸
滞
在
中
に
牧
水
は

七
十
六
首
の
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
が
、

「
別
離
」
で
は
、
そ
の
詞
書
に
「
女

あ
り
き
、
わ
れ
と
共
に
安
房
の
渚
に

渡
り
ぬ
、
わ
れ
そ
の
傍
ら
に
あ
り
て

夜
も
昼
も
断
え
す
歌
ふ
」
と
記
し
て

お
り
ま
す
．
．

　
こ
こ
で
の
一
連
の
歌
を
詠
む
時
、

若
者
の
幸
福
に
満
ち
た
歓
喜
が
伝
わ

っ
て
き
て
、
早
春
の
海
辺
に
い
る
若

い
二
人
の
姿
が
目
に
浮
ん
で
き
ま
す
．
一

▲七ツ島展望所の歌碑

・
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・
つと報田丁平成2年12月弓．
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、

⑯
ア
ル
コ
ー
ル
と

　
肝
障
害
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院

　
内
科
鬼
塚
義
久

　
月
日
の
経
過
は
早
い
～
⊃
の
で
、
本

年
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し

た
　
さ
て
、
年
の
瀬
と
も
な
る
と
、

忘
年
会
な
ど
で
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取

す
る
機
会
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
今
回
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る

肝
炎
を
簡
単
に
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す

　
肝
臓
は
非
常
に
大
き
な
臓
器
の
た

め
予
備
能
力
も
大
き
く
、
初
期
に
は

な
か
な
か
症
状
の
み
ら
れ
な
い
事
が

多
い
よ
う
で
す
．
肝
臓
特
有
の
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
何
と
な
く
体
が

だ
る
い
、
食
欲
が
な
い
な
ど
の
た
め

に
、
風
邪
と
思
わ
れ
て
外
来
を
受
診

さ
れ
る
方
も
結
構
多
．
い
よ
う
で
す

　
肝
臓
の
働
き
は
、
血
液
検
査
を
行

え
ば
わ
か
り
ま
す
、
働
き
が
悪
く
な

る
と
、
G
O
T
・
G
P
T
な
ど
が
血

液
中
に
増
え
て
き
ま
す
，
も
し
、
G

O
T
・
G
P
T
が
増
え
て
い
れ
ば
、

そ
れ
は
肝
炎
の
状
態
で
、
た
だ
ち
に

ア
ル
コ
ー
ル
を
や
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
．
．
ま
た
、
G
O
T
・
G
P
T

　
　
　
　
　
　
　
で
　
ボ
マ

が
異
常
な
く
て
も
、
γ
G
T
P
と
い

う
成
分
が
増
加
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
．
こ
れ
は
、
長
年
ア
ル
コ
ー
ル
を

摂
取
し
て
い
る
と
上
が
る
こ
と
が
多

　
　
　
　
　
マ
　
ダ
マ

い
よ
う
で
す
　
γ
G
T
P
が
L
遇
し

て
い
る
人
は
要
注
意
で
す

　
ど
の
位
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
毎
日
飲

め
ば
肝
臓
が
悪
く
な
る
か
と
い
う
問

題
は
、
個
人
差
も
あ
り
、
な
か
な
か

難
し
い
問
題
で
す
が
、
だ
い
た
い
二

合
を
境
に
し
て
肝
臓
の
悪
い
人
が
増

加
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま

す
「
日
」
合
な
ら
、
毎
日
飲
ん
で

も
安
心
で
き
る
量
で
は
な
い
で
し
、
小

う
か
．
．

　
酒
は
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

飲
む
の
が
良
い
飲
み
万
と
．
言
え
る
で

し
ょ
う
が
、
な
か
な
か
難
し
い
よ
う

で
す
．

優
良
運
転
者
を
表
彰

　
日
向
地
区
交
通
安
全
協
会
は
、
本

年
度
の
日
向
警
察
署
管
内
に
お
け
る

優
良
運
転
三
等
の
表
彰
を
、
十
月
六

日
、
日
向
警
察
署
で
行
い
ま
し
た
。

　
東
郷
町
支
部
管
内
の
被
表
彰
者
は

次
の
と
お
り
で
す
．
、

〔
全
日
交
緑
十
字
銅
章
功
労
者
〕

O
中
野
繁
司
（
鶴
野
内
）

〔
県
警
本
部
長
同
協
会
長
彰
優
良
運

転
者
〕
○
石
田
辰
雄
（
越
表
）
、
荒
砂
建
一

（
仲
深
）
、
吉
田
重
】
（
坪
谷
）
、
小

川
肖
二
　
（
中
之
又
）

〔
日
向
警
察
署
長
同
日
向
地
区
協
会

長
彰
優
良
運
転
者
〕

o
免
許
取
得
三
十
年
　
　
　
十
七
名

O
　
　
”
　
二
十
年
　
　
二
十
九
名

○
　
　
〃
　
　
十
年
　
　
三
十
三
名

年
末
年
始
は

ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
ス
キ
に
ご
用
心

カ
ギ
の
か
け
忘
れ
に

　
　
　
　
注
　
意

　
家
庭
に
お
け
る
被
害
で
多
い
の
が
、

空
き
巣
と
忍
び
込
み
で
す
．
．
こ
れ
ら

の
半
数
近
く
は
、
カ
ギ
の
か
け
忘
れ

か
ら
起
こ
r
．
て
い
ま
す
．
．

　
外
出
す
る
前
、
お
や
す
み
前
に
は
、

カ
ギ
の
か
け
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か

を
点
検
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し

よ
う
．
．

　
ま
た
、
旅
行
な
ど
で
し
ば
ら
く
家

を
空
け
、
牛
乳
や
新
聞
が
玄
関
に
た

ま
っ
て
い
る
の
は
、
ド
ロ
ボ
ウ
に
留

守
を
教
え
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
、

新
聞
な
ど
の
販
売
店
に
配
達
の
一
時

中
止
を
お
願
い
し
ま
し
よ
う
．
一

車
を
離
れ
る
と
き
は

　
キ
ー
を
抜
い
て

　
自
動
車
の
次
皿
難
と
、
そ
の
車
を
使

っ
た
犯
罪
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ほ
ん
の
二
、
三
分
だ
か
ら
：
ご

と
思
っ
て
も
、
車
か
ら
離
れ
る
と
き

は
必
ず
キ
ー
を
抜
い
て
、
ド
ア
を
ロ

ヴ
ク
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
．
．
盗

難
に
遭
っ
た
車
の
約
六
十
五
％
は
、

キ
ー
の
抜
き
忘
れ
が
原
因
で
被
害
に

遭
’
．
て
い
ま
す
．
．

　
ま
た
、
車
を
止
め
て
お
く
と
き
は
、

管
理
の
行
き
届
い
た
駐
車
場
か
車
庫

に
い
れ
、
道
路
上
や
空
き
地
な
ど
に

止
め
て
お
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

・
つ
．
一

　
盗
ま
れ
た
車
の
う
ち
、
三
分
の
【

は
道
路
上
で
盗
難
に
遭
っ
て
い
る
の

で
す
，〕 ミt

l
鮨
Q

／

＼
｛

／

／

雨
後
の
刈
田
は
水
の
溜
り
い
て
芽
吹

き
し
稲
穂
鷺
拾
い
唇
り

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

見
遥
か
す
美
々
津
の
沖
に
み
舟
出
の

小
島
眺
め
つ
つ
古
し
え
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

君
子
蘭
咲
き
終
り
し
を
憩
わ
せ
て
日

陰
な
が
か
り
し
植
込
み
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

風
蘭
の
花
は
白
ぞ
と
思
い
し
に
初
に

咲
き
た
る
紅
色
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

歌
碑
建
て
る
権
現
崎
の
杜
の
中
遊
歩

道
の
落
葉
踏
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄
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平
成
三
年
度
の
保
育
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
．
一

町
立
へ
き
地
保
育
所
〔
鶴
野
内
、
坪

谷
）▽
定
員
　
各
三
卜
山
名

▽
入
所
資
格
　
満
三
歳
以
上

▽
申
し
込
み
　
申
請
用
紙
は
役
場
住

民
課
及
び
各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
．
．

▽
受
付
期
間
　
平
成
三
年
一
月
五
日

か
ら
同
年
一
月
二
十
日
ま
で

山
陰
保
育
園

▽
定
貝
　
六
十
名

▽
入
園
資
格
　
概
ね
生
後
五
ヶ
月
以

上
で
家
庭
で
保
育
に
か
け
る
幼
児

▽
申
し
込
み
　
申
請
用
紙
は
役
場
住

民
課
に
あ
り
ま
す
、
申
し
込
み
に
際

し
添
付
書
類
が
必
要
な
た
め
、
保
護

者
が
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
，

▽
受
付
期
間
　
平
成
三
年
一
月
五
日

か
ら
同
年
」
月
二
十
日
ま
で

※
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
福
祉
係
へ

幼
稚
園
児

　　

@　

蜿
W

　
東
郷
、
坪
谷
、
寺
迫
の
各
幼
稚
園

の
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
、

▽
入
園
資
格

　
町
内
の
通
園
可
能
な
地
区
に
居
住

す
る
満
四
歳
と
満
五
歳
の
幼
児
〔
昭

和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十

二
年
四
月
】
日
生
）
、
た
だ
し
、
坪
谷

幼
稚
「
園
1
1
ト
つ
い
て
は
五
歳
児
の
み
募

集
し
ま
す
一

▽
入
園
申
込
み

　
入
園
申
し
込
み
書
は
、
教
育
委
員

会
事
務
局
、
及
び
各
幼
稚
園
に
準
備

し
て
あ
り
ま
す
．
．

▽
入
園
申
込
み
締
切
日

　
平
成
三
年
二
月
二
十
日

▽
入
園
決
定

　
三
月
中
旬
に
各
人
宛
通
知
し
ま
す
．
一

幼
稚
園
教
諭

代
替
要
員
募
集

　
東
郷
・
坪
谷
・
寺
迫
幼
稚
園
教
諭

代
替
要
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
、
▽
免
許
　
幼
稚
園
普
通
免
許

　
　
　
　
普
通
自
動
車
免
許

▽
年
齢
　
満
2
0
歳
か
ら
満
4
0
歳

▽
条
件
　
町
内
在
住
の
者
で
い
つ
で

　
も
対
応
で
き
る
方

▽
提
出
書
類
　
履
歴
書
一
通

▽
提
出
期
限
　
平
成
2
年
1
2
月
2
5
日

▽
提
出
先
　
東
郷
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
含
（
6
9
）
2
8
0
7

面
税
の

草
束
■
斉
徴
収

　
税
は
、
私
た
ち
町
民
の
幸
福
と
繁

栄
の
た
め
の
幅
広
い
活
動
を
行
う
の

に
必
要
な
財
源
で
す
．
．
ま
た
、
誰
も

が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会

共
通
の
経
費
で
す
．
、
滞
納
が
増
え
れ

ば
財
源
不
足
と
な
り
事
業
の
実
施
は

困
難
に
な
り
ま
す
、

　
こ
の
た
め
町
で
は
、
滞
納
税
の
年

末
］
斉
徴
収
を
十
二
月
十
七
日
か
ら

二
十
一
日
ま
で
行
い
ま
す
．
職
員
が

家
庭
を
訪
問
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
．
．

行
政
相
談

▽
日
時
　
1
2
月
1
8
日

▽
場
所
　
役
場
講
堂

9
時
～
1
5
時

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
1
2
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

潤
麗
自
自
酌
談

▽
日
時
　
1
2
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
企
画
財
政
課

　
　
今
月
の
納
税
額

国
民
健
康
保
険
税
　
七
期

固
定
資
産
税
　
三
期

善
急

　　

@　

@　

@　

@　

E
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
…
祉
協
議
会
へ
社
会
福
引
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
一
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
．

◎
坪
谷
の
岡
村
増
義
さ
ん
か
ら

　
（
シ
ゲ
さ
ん
・
8
0
歳
ご
逝
共
ご

◎
仲
深
の
吉
野
愛
子
さ
ん
か
ら

　
（
寺
原
ミ
ツ
エ
さ
ん
・
8
1
歳
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
寺
田
富
子
さ
ん
か
ら

　
〔
春
男
さ
ん
・
乃
歳
ご
逝
去
｝

◎
福
瀬
の
川
越
和
憲
さ
ん
か
ら

　
（
レ
イ
コ
さ
ん
・
5
4
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
小
林
錬
】
さ
ん
か
ら

　
（
高
山
ミ
サ
ヲ
さ
ん
・
8
1
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
肥
出
俊
行
さ
ん
か
ら

　
〔
サ
カ
ヨ
さ
ん
・
9
4
歳
ご
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
濱
田
正
義
さ
ん
か
ら

　
（
繁
信
さ
ん
・
8
4
歳
ご
逝
去
）

　
　
一
般
寄
付

　
仲
深
の
桑
原
貞
信
さ
ん
か
ら
、
快

〃A

j
シ
　
一
）
げ
、
、
　
廟
社
ム
ム
福
…
祉
協
咄
譲
ム
五

へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
．

鈴
三
豊
嶺
鞭
齋
磯
幽
毒
擁
毒
串
毒
轡

畿
籍
慧
講
り
器

軸
倭
、
魯
、
磯
整
磯
融
幽
聯
嚢
聯
睡
磯
毎

（
十
月
届
出
分
）

出
生
お
め
φ
、
と
、
つ
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名
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所
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容
，
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	産業と文化の粋を集めて－第８回産業文化祭

	この秋みんながスポーツマン

	守ろう・・・人権！なくそう・・・差別－１２月４日～１０日「人権週間」 
	総合優勝は福瀬公民館－町民体育大会

	税務だより－控除の申告はまちがいなく
	老人医療－保険内容が変わったら変更届を忘れずに

	障害者にあたたかい目を－１２月９日は「障害者の日」

	土曜閉庁のお知らせ－１２月は８日と２２日です
 
	牧水をうたう－牧水のふるさとまつり第３部

	おいしさの秘密は新鮮「観光柿園」

	「明るい社会賞」受賞
	年末年始はちょっとした心のスキにご用心

	優良運転者を表彰

